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交点を求めたかったら連立する
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　放物線�\ D �[ �E[�F�と直線�\ P[�Q �が

共有点をもつとき，その点の�[�座標は，

��次方程式�D �[ �E[�F P[�Q �の実数解である。

このことを利用して，共有点の座標を求めてみよう。

例��　放物線�\ �[ ��[���と直線�\ [���の共有点の座標
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\�を消してできる

�次方程式

これ大事

[�軸との交点は�\�を�とすればよかったが���

斜めの直線との交点は�\�座標も自分で計算する

\�を消してできる

�次方程式

　　　共有点の�[�座標は，次の���次方程式の実数解である。
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　　　　[ ���のとき　\ ��� �
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　　　よって，共有点の座標は
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　例���のような場合，放物線と直線は��接する��といい，ただ���つの共有点を��接点��という。

練習��　�放物線�\ �[ ��[����と次の直線の共有点の座標を求めよ。
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